
平成 28年 2月 29日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 

今回は、すまいるホーム上津とすまいるホーム上津・弐番館の職員合同ですまいるホーム上津のご利用者様の事

例に基づいて本格的なカンファレンスのご指導をして頂きました。 

ご利用者様の事を知っている職員、知らない職員で色んな意見を出し合い、皆が話しやすい雰囲気でとても良い

カンファレンスができました。次も楽しみです(^^♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ス タ ッ フ の 声  

もっと利用者様とのコミュニケーションを図り、傾聴し利用者様の声を聞くこと。利用者様、ご家族様が現在

何を望まれているのかの確認、自立支援を念頭におき、ケアプランの目標を達成する為のサービス内容を検討

する必要性を感じました。 

 

私たちスタッフは、利用者様の生活の一部を支えていく必要がある。そのため、本人が現状不安に思っている

事や不快感を取り除くために一番にできることは話を聞くといったスタッフの傾聴する心や態度だと感じま

した。これからは利用者様に対する傾聴する心や態度を忘れずに頑張りたいと思います。 

 

介護の仕事に従事して経験を積んでいる職員は多いがご本人の表情・言葉・行動のみでご本人を判断し、職員

の主観で、支援を行っていることがある。言葉・行動・表情からのみではなく、心理状態を読み取りご本人の

『思い』と向き合っていかなければと思います。 

 

広い視野を持って、いろんな角度から利用者様の行動や言動の原因を考え対応する。スタッフの意見交換によ

って、利用者様の本当の気持ちを深く追及することができた気がします。 

 私たちが、想像もつかない心の中の叫びを少しでも気づいて手を伸ばしていけたらと思います。 

 

同じ介護度でも、一人ひとり ADL は違うし、当然性格やご本人の背景も違っています。 

個々に応じた介護を行う上でまずは、本人の内面を知る事、そして、問題行動とされる事をなぜ行っているの

かどう原因を探る事。ご本人からすれば、理由があっての行動である為、その部分にスタッフが寄り添う事が

できれば信頼関係を築く事も出来ると思います。チームで一人ひとりの利用者様に対応することができればと

考えます。 

 

これからは、利用者様の性格・生活を把握し、ケースにあった接し方、話し方を行うようにしたい。 

 少しでも、言葉に現れない思いを理解出来ればと思いました。 


